
GeoDictを使ってどのような解析を行われておりますか。

　主にはConductoDictモジュールを利用して、リチウムイオ
ン極板の電気伝導度予測を実施しています。先ほどご説明
しましたように、Liイオン電池の電極は、金属箔の上部に活
物質が塗布された多孔質構造を形成しています。その際に、
特に活物質の抵抗が高い正極では、活物質以外に、導電助
剤と呼ばれる、導電性の高い粉を混ぜ込んで塗布乾燥して
います。その際に、導電助剤の量が少なくなると導電助剤の
経路が切れて抵抗が増大するのですが、GeoDictを用いる
と、こういった現象が起こった際にどのように抵抗増加が起
こるかのメカニズムを解析することが出来ます。

　GeoDictユーザー会では、導電助剤の含有量と形状が、電
極合材の抵抗に及ぼす影響について、GeoDictの計算値と
弊社実測値と比較した事例を報告しましたが、相対的な傾
向については、実測を良く再現するという結果が得られまし
た。例えば、繊維状の導電助剤と粒子状の導電助剤を比較
した際に、繊維状のほうがより特性が高い等は、シミュレー
ションでも示すことが出来ました。

　リチウムイオン電池の電極をミクロレベルまで拡大する
と、活物質と呼ばれる、Liイオンを吸蔵する粉体(数µm)が金
属箔に塗布された、多孔質の構造をしています。さらに、正
極、負極が短絡しないように隔てるセパレータと呼ばれる樹
脂部材も、Liイオンが透過可能な数nmスケールの多孔質の
樹脂膜となっています。リチウムイオン電池は、このような複
雑な構造の内部を、Liイオンが出入りしながら、電池として機
能するため、同じ材料を使った場合でも、この多孔質の設計
の良し悪しが特性に大きく影響します。

　一方で、リチウムイオン電池は、単一の材料(正極,負極,セ
パレータ)では無く、部材の組み合わせにより機能するため、
電池としての特性を評価するためには、評価したい材料を
使った、小型の電池を作る必要が出てきます。　そのため、
材料から、多孔質の構造、組み合わせとしての電池性能の全
てを、現物で評価するためには、解析コストが非常に高くな
るという課題がありました。

　そこで、多孔質の状態での材料特性の予測を行える
GeoDictを２０１７年に導入しました。GeoDictで正負極、セ
パレータ単独の多孔質の特性を予測し、さらに、BatteryDict
で電池としての特性予測ができるため、電池分野に適したソ
フトだと感じました。

　多孔質の構造は3DCADでモデリングすると、精度が高い
反面、モデル作成自体に工数が必要になるという問題もあり
ますが、ボクセルベースでモデリング出来るため、形状変更
も含めた検討が出来る点も導入のきっかけになりました。

●  リチウム電池の解析業務における手戻りを削減したい。
●  電池材料の選定や配合の段階からCAEで特性予測を行いたい。
●  実験との整合性の精度を上げて、電池の性能向上を図りたい。

●  研究開発向け材料開発シミュレーションGeoDict

トヨタ自動車とパナソニックの共同出資会社として1996年に設立されたプライムアースEVエナジー株式会社
様は、BEV用電池の開発・量産からスタートし、HEV車載用バッテリーメーカーとして電池材料の開発から
バッテリーパックの設計・評価・生産まで車載用電池のトータルシステムを提供されています。今回は近年生
産数を拡大しているリチウムイオン電池について、電池セルの正極合材層設計へGeoDictを活用した事例を
ご紹介いただきます。

ご所属部門についてご紹介ください。

　先行開発部のモデルベース開発Gに所属しています。　熱
流体や電気、電気化学などの様々な理論式を用いたシミュ
レーターを活用することで、リチウムイオン電池の性能を試
作無しで予測するための技術開発業務を行っています。

GeoDict導入の背景をお聞かせください。

　私が開発を担当しているリチウムイオン電池は、車載用の
他、民生用や蓄電システムなど幅広い用途で利用されていま
す。GeoDictは多孔質の複合材やフィルターなどの、ミクロレ
ベルでの構造特性を解析するソフトで、電池とGeoDictのよ
うな材料シミュレーターがどう関係するかは、電池分野以外
の方からはイメージしにくい部分もあると思います。

今後の取り組みについてはいかがでしょうか。

　GeoDictで得られる多孔質物性の精度に関してはより向
上していければと思います。また、部材同士の組み合わせが
電池特性に及ぼす影響なども、このソフトを利用することで
解析可能かとも思いますのでより活用の幅を広げていきたい
です。

　GeoDictは3次元のCAEソフトと比較すると、比較的シ
ミュレーション初心者でも扱いやすいところが利点かと感じ
ています。そういった意味では、社内でのユーザー数を増や
すことで、3D構造を使った解析がさらに身近なものになれ
ばと思います。

今後さらなる開発に注目が集まる車載用電池の解析に、
GeoDictを効果的に運用いただけるように、SCSKとしても
一層の技術支援をさせていただきたいと思います。この度は
ご協力下さり誠にありがとうございました。
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